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このたびは本品をお買いあばいただきましてありがとうございます。 
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安全のために必ずお守りください 

♦お使いになる人や他の人への危害と財産への損害を未然に防ざ、製品をま全に正しく使用するために、 
必ずお守りいただくことを説明していまず。 

♦ここに示した表示は、誤った使いかたをしにとさに生じる危害や損害の程度を次の表示で区分し、説明 
しています。 


么警告 (WARNING) 

この表示を無視して、誤った取扱いをずると、人 
び死 t ：、 重傷を負ラ可能性、または火災の可能性 
び想定される内容を示しています。 

A ま意 (CAUTION) 

この表示を無視して、誤った取撒いをすると、人 
び傷害を負ラ可能性や物的損害の発生が想定され 
る内容をあしています。 


♦お守りいただく内容を、次の絵表示で区分しています。 


0 d) (S) ® 

この絵表示は、 r 禁止」されている内容です。 

A 

この絵表示は、「ま意」していただく内容です。 

〇 c 

この絵表示は、必ずしていただく r 指示」内容です。 


♦説明文中の r お願い」 事頃は、本機を誤りなく正しくお使いいただくための内容び記載されています。 


A 警告 （ WARNING) 


I ★ガソリン使用禁止 

ガソリンなど揮発性の高い油は、絶対に使用し 
ないで < ださい。 

少量の混入でお、乂災の原因になりまず。 



(§) 

ガソリン禁止 


I * 給排気筒トップ閉そく危圖 

給排気筒トップの周りび雪でふさびれたままで 
使用しないでください。成さびれているとさは、 
除雪して < ださい。 

閉そくしていると運転中に排ガスび温室巧に漏 
れて、危険です。 



0 

禁止 


I ★給排気筒（管，ホース）外れ危険1 

給排気筒(管、ホース)び外れたまま使用しなし、 
で < ださい。 

列れていると運転中に排ガスび温室内に漏れて、 
危険です。 



0 

禁止 


★巧類の乾燥厳禁 


衣類などの乾燥には使用しないでください。 
衣類び落下して火がつさ、火災の原因になりま 
ず。 



0 

禁止 


お使 S になる前に 


ii 











ま全のために必ずお守りください 



告 （ WARNING) 


皮意愚をお百 M 忘をょ巧 

お類、紙、植物などで温風吹出□や空気取入 □ 
をふさがないで < ださい。 

あ類、紙、植物などでふさぐと、異常燃焼や乂 
災の原因にな0まず。 



0 


防プ l 7 -丢厳顯 


スプレー吿やカセツトこんろ用ボンベなどをス 
トーブの上や前(周囲に）や温風のあたるところ 
に放置しないでください。 

熱で宙の圧力び上びり、爆発して危険です。 



0 



意に AUTION) 


I ★カーテン、可燃物近接禁よ1 

カーテンや燃えやすいおののそばなどでは使用 
しないでください。祇などを近くに置かないで 
ください。 

乂災び発生するおそれびあります。 

可燃物との離隔距離については工事説明書の標 
準据付け例を参照してください。 



0 


L ★給油時消火 


給油は、必ず消火してか6おこなってください< 
火おのおそれがありまず。 



〇 

消义 


I 全異常時使用禁止 I 

万一異常を感じたとさは、使用しないでくださ 
い。 

異常燃焼のおそれびあります。 



0 


★水をかけな し、を 


ストーブやリモコンに雨や水びかからないよラ 
にして<ださい。故障や火災のおそれびあ0ま 



0 





f * 高温部接 14 禁坦 

燃焼中や消乂直禮は、高温部、給排気筒トップ、 
ルーパ'—に手などをふれないでください。 
やけどのおそれがあります。 



0 

接軸禁止 


呂 r 腰をかけ左り蜂をのをない 

ス I ^ーブの上にのったり、腰をかけたりしない 
で<ださい。ストーブの故障や、やけどのおそ 
れがあります。ス I -ーブの上に花びんや、水を 
入れたをのなどを置かないで<ださい。水がか 
かると漏電や故障のおそれびあります。 


1 ★指や異物を入れない 


香 


/-I 


! 

ルーバー(温風吹出 □) や空気取入口の中に、指 




0 

禁止 


け 


や異物を入れた0しないで<ださい< 
けびや乂災のおそれがあります。 



0 


分解禁止 

0 


I ★分解修理の禁止 I 

故障、破損したら、使用しないでく 
ださい。 

不完全な修理は、危険でず。 

★電源コードを傷めない 

電源コードに無理な力を加えたり傷 
付た0まねた0、物をのせた0加工 
しないで<ださい。また、電源プラ 
グを抜くとさは、コードを持って引 
さ抜かないで < ださい。 

電源コードが破損し、火災や感電の 
原因にな0ます。 


*_ 長期間使用しないときは電源プラ缉 Ml 

長期間使用しないとさは電源プラグ 
をコンセントから抜いてください。 

火災や予想しない事故の原因となり 

ます。 電源プラグを抜く 


け f 給排気筒付近の可燃物近接禁止 I 

給排気筒トップの近くに、な油や可燃物など引 
乂のおそれのあるちのを置かないで<ださい。 
乂災のおそれびありまず。 




0 


I ★改造使用の禁止 I 

改造して使用しないで < ださい。 
また、ストーブや給排気筒には床暖 
房用の熱交換器などを取り付けない 
で < ださい。 

火災や、排ガスび室内に漏れる原因 
となり、危険でず。 


G 


啥電源プラグは確実に差し込む 

電源プラグはコンセントに根元まで 
確実に差し込んでください。 ■■ 

(また、 傷んだプラグやゆるんだコ^ U 
I ンセントは使用しないでください 。 j J 旨示 

火災の原因になります。 ^ 

城れた手での抜を差しはしない I 
で < ださい。 

感電の原因になります。 \y 


意に AUTION) 


お使いになる前に 










を全のために必ずお守りください 


A 注意 （ CAUTION) 


★電源プラグのお手入れをずる 


とさどさは電源プラグを抜さ、ほこ 
り（及び金属物)を除去して < ださい。 

(ほこりや異物びたまると湿気など _ 
で絶緑不良になり）乂災の原因にな 指の 
ります。 


〇 


I ★地面には据巧け_ないで I 

直接地面には据付けないでください。 
請や故障の原因になりまず。 



0 

禁止 


垫(標高1_50_日 m 切上には偉用禁止 

酸素濃度び薄いので不完全燃焼します。 

100日〜1甜 Om の場所では再調整が必要ですので 
販売店までお問い含わせください。 



0 

使用禁止 


i ★可燃性ガス使用禁止 I 

ス I ''ープを使用している温室で、巧 
燃性ガスび発生するをの(ガソ U ン、 

ベンジン、シンナ ー ）、スプレーを使 
巧しないでください。 使巧禁止 

火災や故障の原因にな D ます。 


0 


★おモ様やお年寄りのご使用にま意 


お子様やお年寄り、体のご不自由な 
ちがお使いになる場合は、やけどな 
どについて、周囲の人び充分に注意 
してください。 


A 

ま意 


I ★温室 L ソ外での使用禁止 

ストーブは温室の隨房用としてつく 
られたをのです。 

一般の居室内や乾燥室、飼育室、エ 
攝などでは絶対に使用しないでくだ 硬用禁止 
さし、。 


0 


お願い （ NOTICE) 


I ★巧油の廃棄！ 

♦灯油の廃棄処分は、丹油をお買い求めになった販売店にご相談ください。 


使用ずる場所 


百:麵奉的に偉用するををに 

♦温風の循環や放射熱を妨げるものがない場所に設置してください。 
均一に温室を麗故ます。 


4 








各部のなまス 


外観図 


FFA-604 旧 


FFA-1002(E) 



構造図 


FFA-604(E) 

熱交換器 過熱防止装置 


FFA-IO 日 2(E) 




送巧ノズル/ / /燃焼用送風機 

/遵風バイプ 

A 


お使いになる前に 





















各部のなまス 




ストーブの運転-停止をおこないます。 


運転ランプ 運転スイッチを「入」にずると「点な」しまず。 


室温を i 受定するとをにスライドさせて設定します。 
室温設定二)まみ 設定温度はストーブ本体のデジタル表示部に4む〜 
32での範囲で表示しまず。 


ストーブ側 


コ□ン 






















※タイマ—ランプ.運転 スイッチ.セー ブポ 
タン-タイマーボタン-室温設定つまみは、 
操作でさません。リモコンの方で操作して 
ぐださい。 


燃焼モード 

•点な 

燃焼が態の r 強燃焼」-忡燃焼」 • r 弱燃焼」に 
応じて点灯します。 




デジタル表示部 










使う前の準備 


燃料について 


® 燃料は、口油 （ J に1号好油）を必ず使用してくださし、。 


[★ガソリン使用琴 ! hi 

ガソ U ンなど揮発性の高い油は、絶対に 
使用しないで < ださい。 

少量の混入でち、火災の原因になります。 




靈證 


♦ガソリン、シンナーおよびこれ5び混入した灯 
油、変質灯油、ミちれた灯油、水やごみの混じつ 
ている灯油などは、絶対に使用しないでくださ 
し、。 

♦灯油は、必ず火気、雨水、ごみ、高温および直 
射曰光を避けた場所で灯油専用容器を使って保 
管してください。 


な油とガソリンの見分けかたのポイント 

指先に使用燃料をつけて息を吹きかけます 
(乂の気 のないところでおこ なって ください） 

〇灯油 rx ガソリン 



厕 


濡れたままです。 


すぐ乾いてしまいます。 


給油のしかた 


給油の際の手順とミ主意 


な9 




0 


7 j < 禁止 


心 


油タンクに給油ずる。 

♦油タンクの給油□ふたをはずし、好油を巿販の給油ポンプで 
油量計を見ながら給油してください。 

★給油の際は、給油□フィルターを取0去6ないで<ださい。 

給油の際にこぼれた口油をふをとる。 

★給油後、油タンクの底のドレン受けを透視して水やごみびた 
まっておれば給油ロフィルターをいったん取りはずし、給油 
口から市販の給油ポンプをドレン受け巧にさしこみ、水やご 
みなどを暇いだして < ださい。 

給油□ふたを必ず元通りに閉める。 


燃料切れの注意 


★燃焼中に口油がなくなると消义しまず。 

このときデジタル表示部に r ら？ •？_! 交は rff 5」を表示し、異常びあったことを知らせます。 

斯由タンクに口油びあるのに r ら5 •?」刘ま r が5」び表示ずるときは、送油経路のつまり、空気たまりが 
考えられます。このようなとホは目ページの ホ巧巧 ii 賠> や「定油面器のリセットボタンのセッ 
卜」を参照して送油経路の点検をしてください。 

♦再運転する場合は、本体温度び充分下びってか5細タンクに給油し、 r 運転スイッチ」を一度 r 切」にして 
か6「入」にして < ださい。 














★送油管の途中げ山形になったり、もつれたりしていますと、送油 
管の中に空気がたまって油が流れないためにストープは rff 合」 
や rff SJ を表示して消乂動作をおこないます。 

このようなとさはな下の手順で処置をしてください。 

(灯油をこぼさないよラにミ主意してください。） 

①バルブを全閉にずる。 

霞送油管に山形(高低)がないように平らにする。 

③ス I -ーブ本体との接続部を取りはずし、取りはずした送油管の先 
端をバケツなど灯油をためることびでさる容器に入れはずれない 
ように固定する。 

@バルブを全開にし、送油管か5灯油に空気び混じ5ない状態で連 
続して流れ出ることを確認する。 

注意；バルブを全開にしてをな油びまったく出ない場含は油タン 
クとス I -ーブ本体との落差(約孤別!必要)びない摇合ちあり 
ますので確認-の置して < ださい。 

⑥確認でをた5バルブを全開にする。 

⑥ 送油管をストーブ本体に接続する。 

⑦ バルブを全開にずる。 

⑨ストーブ本体の側面にある赤色の リセ ッ ト ボタンを下へ1回押す。 
風ス f — ブを運転する。 


空気 送油管 




2.om 1 

"1 赏! 


油タンク 


リセジトボタン 


《製品の側面にあります 


点乂前の準備と確認 


油漏れの確認 

•ストーブの置台又は送油経路(送油管の接続部など)に油漏れびないか確かめてください。 

方一、油漏れしている攝合は必ずお買し谏めの販売店に修理依頼、または最寄りの当社ま店.営業所に 
ごネ目談ください。 

給気ホース-排気筒接続の確認 " 

♦給気ホース-排気筒び正しく接続されているか確認してください。がれていると運転中に排ガスが漏れ 
大変危険です。 

ストーブ周辺の確認 ' 

•ス I -ーブの周辺および給排気筒トップの周囲に引火物や可燃物を置かないでください。 

定油面器のリセットボタンのセット I がットボタン 

♦本体側面にある定油面器の赤いリセットボタンを、下へ1回巧 ^ 

してください。 \| 」セット ボタン 

点火するたびにセットする必要はありませんび、シーズン初め 

や、本体設置場所を変更したとき、又は対震自動消火装置び作 IK \1 / 

動したあと再運転するときは、 U セットボタンをわう一度、押 ^^^^1 

しなむしてくにじ-し'。 +、rasi 、 FFA- 目04に） FFA-10 のに） 

■の原買し、 -^― ^ 

★ U セットボタンは日砂た LL 押し続けたり、カラーを外して巧さないでください。 U リセット 

♦定油面器から灯油びあふれたり燃焼び継続しないことがありまず。 



FFA-1002(E) 


リセット 

ボタン 


を一 


お使いになる前に 



使う前の準備 


① r 設定切替えスイッチ」を r 現在時刻」に含わせる。 

CH 現在時刻び午後7時1日分の榻合 

( D デジタル表示をみなび s 、 r 時」のボタンを押して ni に 
合わせる。 

■巧し続けると]時間ずつ、連続的に進みます。 

■「午後表示ランプ」が「点な」していることを確認します。 


★現在時刻び午前中の場创ま r 午前表示ランスび r 点灯」 していること 
を確認してください。 

^ - -- ' 

(3) デジタル表示をみなが 6、 r 分」のボタンを押して [11 に 
ちわせる。 

■押し続けると]分ずつ、連続的に進みます。 

(4) r 設定切替えスイッチ」を r 通常位置」にずる。 

■時計がスタートし「コ□ン」び r 点滅」します。 


現在時刻のセット 


★電源プラグをコンセント(家庭用 AC 100 V )に確実に差し込む。 


♦ス I -ーブに初めて通電したとさや、停電後や、電源プラグを抜いて再通 
電した場合、デジタル表示部はち図のよラに午後[^:|/7ご|び r 点滅」し 
ますので、現在の時刻をセットして<ださい。 





午後表示ランプ 









使用方法 


( D リモコンの r 運転スイッチ j をもに回して r 入」にずる。 

♦このとを、ストーブのデジタル表示部の r 温度表示ランプ」び「点 
灯」し、デジタル表示部の r 時刻」表示び、「遍度」表おに変わり設 
定温度と室温を表示します。 



〔運転中の表示〕 


♦リモコンの「運転ランプ」び「点好」します。 

■約3分後に自動的に点火しまず。 

-お願い- 

女ご購入されて初めて使用されるとをに、製品の塗料や加工油などの焼けるよラな臭いがする場合が 
あ0まず。 

このような場合は、温室の窓(給排気筒トップ取付け場所より離れた巧)をかし開け、半日か日1日 
程度、 r 強」運賠をしてください。 

★初めて運転するとさは、送油経路に充分燃料び供給されていないため、一回で点火しない場合びあ 
りまずから、しば6く待ってか5もラー度点火操作をおこなってください。 

女！〜2回点火操作をして、点乂しなかった場合、何回を点火しないでください。バーナー内に口油 
がたま0ます。販売店にご連絡< ださい。 

★寧！磯錫駐错但し、室温び設定温度より低くなりますと自動的 
に燃焼します。 

★点乂後約6分間は、温度調節に関係なく r 弱燃焼」、叉は r 中燃焼」しまず。 

★点乂後約3分間は、巧流用ファンは回りません。 

★室温が1日で未満の場合は、点乂までの時間は約目分になりまず。 



点义（通常運転) 


運転スイッチ 運転ランプ 



お使いになる前に 使いかた 





使用方法 







モコンの r 運転スイッチ j を回して r 切」にする。 

r 運転ランプ」び「消巧」します。 

ストーブのデジタル表示部は、現在の時刻を表おします。 


消火 


★ r 室温設定つまみ J 部に表示されている数字(温度)は、設定するとさ 
の目まであり、おずしちストーブのデジタル表示とは一致しません。 

•設定された室温にコントロールずるために、自動的に「強」 • 忡」- 
r お」-「消乂」運転を < り返しまず。 

♦ストーブの r 燃焼モード」び各運転が態を表示します。 

-お願い- 

★ストーブの室内温度表示は、運転中！;(がは表示しません。 

★温度調節は、送風フアンの空気取入□近くの温度を感知しておこないまずので、ストーブの位置や 
部屋の大ささなどで、必ずしち、ストーブの表示温度と室温とは一致しません。このよラな場合は, 
本体背面の湿度センサーを、 r 工事説明書」の〔窓度を歹を一の配線(移動)参照して、適切な位 
置に付け替えてください。 


①リモコンの慢温設定つま别を左ちにスライドさせて設定ず 
る。 

■デジタル表示部の設定温度表示を見なびら、お好みの室温に設定 
します。 

★温度設定は「低」で約4で、中間で約18で、 r 高」で約32でです。 


火力調節（室温の調節•••運転中にしかでをません) 


運転スイッチ 運転ランプ 











★ご使用中に、においがしたり目がしみる場合は、給排気筒 
やパツキン部か5も排ガスびもれていることび考え5れち 
険です。 

使用ずるのをやめてお買いおめの販売店にご相談ください。 

★屋外の給排気筒トップび雪に埋ちれたり、結氷していない 
か、曰常点検してください。 

★このストーブは、雷に巧ずる安全機構をそなえていまずび、 
雷の条件によってはス I -ープび故障することびありまず。 
霞び発生した6電源プラグをコンセントから抜いてくださ 
ると安全でず。またストーブをいためることをありません。 

★正常燃焼中の炎は青炎でところどころに黄色び混じります。 
又炎はある程度片寄ったり、ゆれることがあ D まずび異常 
ではありません。 



0 


I ★高温部接郎禁正 I 

燃焼中や消乂直後は、高温部、給排気筒トップ、ルーバーなどに手な 
どふれないで < ださい。 

やけどのおそれがあります。 接®禁止 



、、1 、 || f I 

迂居、 


使用上のを 


★消火後すぐに再点火すると、過熱防止装置び作動したり、異常音び出ることびありますので、しば5く 
(約1日分間)待ってから再点火してください。 


消乂後再点义するときのを意 


使用方法 



ぶ 









安全装置 


♦を全装置が作動ずるのは何らかの異常があるときでずか!5、下記の処置をしても正常にな百ないと 
きは、お買いホめの販売店にご相談ください。 

•安全装置が作動した場含は、「運転スイッチ」を回し r 切」にしてか6、下記の処置をおこない、再度 
r 運転スイッチ」を回して「入」にしてください。（再点火操作） 


を全装置 

はたらを 

処 置 

巧震自動消火装置 

EE S 

•運転中にストーブ本体び地震(震度約5上） 

や強い振動、衝撃を受けた場合、火災などの 
危険を防ぐために自動的に運転を停止します。 

★地震によって作動した場合、 
周囲の可燃物、機器の損傷、 
油漏れ、給排気筒の外れな 
ど異常びないことを確認し 
てか6再点乂してください。 

点义を全装置 
巧-?- 

•点火ヒーターなどの赤熱不足による点火不良。 

♦点火ヒーター-電磁ポンプ-燃焼用送風磯な 
どの故障により点乂しないとをに、運転を停 
止します。 

★点乂ヒーターの故障び原因 
で運転を停止したとさはバ 
ーナー底に灯油がたまりま 
す。たまった灯油をふを取 
ってか5、ご使用ください。 
(販売店にご相談ください） 

停電を全装置 

EE 0 

♦運転中に停電や電源プラグをおくなどして電 
源び切れたとさは、自動的に運転を停止しま 
す。 

♦再び通電されてを運転しません。 

★巧点火操作をしまず。 

；★現在時刻の設定をやりなお 
します。 

燃焼制御装置 
巧-さ 

•燃焼中に炎び消えたとを、自動的に運転を停 
止させる安全装置です。 

★再点火操作をします。 

過熱防止装置 
をい?1 

•対流用フアンモーターの故障や異常燃焼など 
の原因でストーブび異常腥熱したとを、また 
はフアンカバーにほこりびつまった場含に、 
火災などの危険を防ぐために燃焼を停止しま 
す。 

★対流巧ファンカノ（一のほこ 
0を取 D 除いてか5、巧点 
乂操作をしまず。 

★処置をしてち、繰返し作動 
するとをは、いったん運転 
スイッチを「切」にして、販 
売店に連絡してください。 

EE 表示は安全装置び作動したとさのエラー表示です。 

詳しくは、2日ページを参照してください。 

お願い- - 

必ずストーブを消乂し、本体 
温度び充分下びってか5おこ 
なって < ださい。 







日常の点検-手入れ 

_点検•手入れのとをのま意 

★点 横•手入れをおこなうときは、ス I プを消义し、ス I ブび巧分;ちえてか日手袋をはめて、必 
ず 電源 プラグを巧いておこなってください。 

★電装 部品や 燃焼 部の取りはずし、分解はおこなわないでください。 


1★周囲の状態 

♦ス I -ーブの周囲は、常に整理、清掃し、燃え 
やずいちのを置かなレよラにして<ださい。 
♦ス I -ープはいつを清潔に掃除してください。 
ミちれたままのご使用は危険のちとですし、ス 
トーブのいたみを早めまず。 

♦給排気筒及びトップの周囲には、危険物や障 
害物びないよ5にして < ださい。 


★阮り 


参ス I -ープについたほこりや';ちれは、掃除機で 
暇い取ったり固くしぼった磊れ雑巾などでふ 
さ取ってくだごい。 

击真気•ずす I 

♦燃焼中に排ガスのにおいびした0、給排気筒 
トツプか5すすび出ていないか確認してくだ 
さい。 

異萬びあれば販売店に連絡して < ださい。 


I ★油漏れ、油夕たまも油のにと苗 

♦送油経路やストーブに油漏れかまたは油のたま 
0、.油にじみびあるかどラかを調べる。給油の 
とさこぼれた好油はよくふさとってください。 
万一油漏れによって油のたまり、油にじみび生 
じているとさは、消乂操作をし、原因をたしか 
め防漏処置をし、油漏れびなくなったことを確 
認してから点乂操作をしてください。 

I * 送满留 

♦送油管か5油漏れびないか点検し、亀裂などが 
あれば交換してください。 

♦ゴム製送油管は2シーズンに]度は新しい物に 
交換されることをおすすめします。 

♦屋外配管をする攝をは、銅配管でおこなってく 
ださい。 


★のぞを窓 I 

♦のぞを窓びすすでミちれてくるよラな場合や、 
破れがある場含は、販売店に相談の上、修理 
交換してください。 


★フアンカバ- 

♦ス I -ーブ背面のフ 
アンカバーのほこ 
りを電気掃除機な 
どで取り隙いて< 
ださい。 



Li 吏用のたびに三 


。箇月に1回切上^ 


使いかた お手入れ•アフタ—サービス 


ぶ 







曰常の点検-手入れ 


^箇月に1回切上] 


★ ルーバーの 掃除 I 

♦ルーバーがちれたり、ほこりび付着した場含は、電気掃除機 
や、固くしぼった城れ雑巾などでふき取ってください。 



^3箇巧に1回切上^ 


I ★油タンク I 1★ミ由タンク内のが 

♦給油ロフイルターがごみやほこりで目ゴまり •油タンクに水やごみびたまっているよラでした 

しますと、給油時に給油□よりあみれ出た0 ら、ドレン振をや、油タンクのストレーナなど 

します。給油□フイルターを取出して、付着 か5たまった水やごみを取り除いてください。 

したごみやほこりを取り除いて<ださい。 


み電源プラグ•コンセント 

♦電源プラグ、コンセントにほこりやミちれびたまると火災の原 
因になることがありまず。 3箇月に！〜2回電源プラグをコ 
ンセントから抜いて、付着したほこりや巧れを取り除いてく 
ださい。 

I ★定油面器のストレこナ_ 

♦定油面器のストレーナは約3箇月に1回と、ス I -ーブの格納 
(シーズンオフ)のとを、次のよラに灯油で洗浄してください。 
の油タンクのバルブを閉める。 

女 FFA — 即4 ( E ) は横扉を開けてください。 

( D 定油面器のストレーナの掃除□に容器をあてがっておき、 

2本のねじをはずして、ストレーナをめきだず。 

③ スト レーナを な油で洗浄ずる。 

④ ストレーナをもとどおりに取り付け、こぼれた灯油をふき 
とる。 

感油タンクのバルブを開く。 

⑥油漏れがあるかないかを点検ずる。 




FFA -604 に) 


FFA -1002( E ) 


ri シーズンに1回 W 上三 



♦燃焼中、温室内ににおいびこちるよラな場合 
は、とくにを意して点検して<ださい。 
♦燃焼筒とバーナーの接続部、燃焼筒と熱交 
換器の接続部 

♦点火 ヒーターの 取り付け部 


I ★点乂 ヒ ーター 

♦点火ヒーター及びパッキンび古くな0、切れた 
0、すをまなどびあると、点火不良及びガス漏 
れの原因になります。（販売店にご相談くださ 
い） 














日常の点検-手入れ 


1シーズンに1固な上 


I ★燃壇 U ング、 パ‘ーナ ー 

•燃焼リング、バーナーは高温になりまずので焼損することびありまず。とさどを点検し、変おや焼損し 
ていた6早めに修理してください。（販売店にご相談ください） 

I 古給お扇圖 


ご使用中、においがしたり目がしみる場合は、給排気筒やパッキン部か6排ガスびちれていることが 
考えられ危険です。点検後お買いボめの販売店にごホ目談ください。 


♦給}非気筒の接続部の外れ、ゆるみ、つまり、腐食、固定のが態、トップの周囲に可燃物がないかなどを、 
とさどさ点検して、異常があればなおしてください。 

■排気筒の接続部に使用しているゴム製の U ング(日リンブ)は耐熱性のをのですび、2〜3年で炭化ず 
ることがありまず。ゴムの硬化巧び割れなどびある場合には、においや排ガスびわれるおそれびあり 
まずので新しい部品に交換してください。 

■給気ホースびふさび つていないか 点検してください。 I ^ 〇1」ング I 


地震などの災害が発生したときの点検について 


•地震などにより製品に振動、衝撃が加わったときは、運転をする前に必ず;欠の点横を実施してください。 

I 点横内容 I 

♦機器の損傷の点検 •給排気筒回りのがれ、漏れの点検 ♦送油経路か6の油漏れの点検 

★点検で異常びみつかったとをや、点検したのちに使用しているとさ、排ガスのにおいびしたり目びしみ 
る場合は、使用を中止して、販売店または別祇の [お客様相談窓 □一覧」 に修理依頼をしてください。 



0 U ング 

種類 
呼び徑 

運動用 0 U ング 
P 39 4種 C 

材質 

シ U つンゴム 


お手入れ•アフタ—ヴ—ビス 








定期点検 


長期間ご使用になりまずと、機器の点検が必要でず。機器の寿命をより長く、より良い I 燃焼で快適に安を 
にお使いいただくために、2シーズンに1回離、シーズン終了後などに、お買し、上げ店、刘ま槪1資格者〔(財） 
日本石油燃焼機器保巧協会 ( TEL 03-3499-2928) でおこな弓巧術管理講習を修了者（石油機器巧術 
管理±)など〕のいる店、当社ま店•営業所などに点検依頼されることをおすずめします。 


定期点検の巧容 1 

項 目 

巧 容 

送油経路の点検- 
掃 陳 

♦定油面器-ストレーナの掃除’♦油タンクの水抜き 
♦送油経路の油ちれ 

機能部品の点検- 
確 認 

♦電気配線-安全装置のはた6を♦操作部品.動く部品のはたらさ 

消辞しやすい部品 
の点検-交換 

•点火ヒーター、燃焼 U ング 

掃除.点検.整備 

\ 

♦本体内部、 ファン カバ—、対流用送風機、ブロアケース（ブ□アモーター） 

♦各接続部のパッキン、日リング♦給排気筒の接続、つまり 


故障-異常の見分けかたと処置方法 

修理を依頼される前に調べていただきたいこと 


' 、 
♦修理を依頼される前に下表の巧容を確認してくだをい。 

下表のよラな状態は故障ではありません。 


状 態 

説 明 

点 

火 

消 

火 

時 

初めて使用するとさ、けむ0やにおいび出 
る。 

燃焼部に付着した油やほこりなどび焼けるためでず。 

点火後数分間、とさどさ炎び大きくなる。 

燃焼部び冷えているためです。 

点火-消火時に「キシ S 音」びする。 

加熱、冷却時にでる金属の膨張、収縮音でず。 . 

点火してもすぐ温風びでない。 

不快な冷風を出さないためであり、ス i -ーブ内部が 
隨まると自動的に出まず。 

初めて使用するとさは、電磁ポンプの振動 
音が大さい。 

ポンプ内に空気び混入しているためでず。しば日く 
すると止まります。 

燃 

焼 

時 

\ 

「カチカチ」時計のよラな音びする。 

電磁ポンプの運転音です。 

燃焼筒や熱交操器の一部びラずホく赤熱ず 
る。 

異常ではありません。 

とさどさ黄色い炎びでる。 

異常ではありません。 

セーブ運転でない時でを、自然に火び消え 
て操作しないのに、又点火している。 

一時的な不具含で消火した場含ほ^自動的に再点乂 
させるちので、異常ではあ0ません。 


(を）送油経路に気泡びたまって、•一時のに油び止まった場合や、バー 
ナー巧の巧れなどで消乂 


成 





故障.異常の見分けかたと処置方法 


故障•診断チ I ック表 


★この表切外に不員さびあるときは、お買求めの販売店にごホ目談下さい。 


\ 現象 

原因 \ 

運 

転 

フ 

ン 

プ 

び 

点 

灯 

し 

な 

い 

点 

火 

し 

な 

い 

炎 

び 

ふ 

を 

< 

な 

ら 

な 

い 

黄 

义 

で 

を 

充 

る 

使 

用 

中 

ご 白 
ノ皿 

室 

内 

が 

に 

お 

使 

用 

中 

急 

に 

消 

元 

る 

置 

ム 

居 

油 

に 

じ 

み 

び 

お 

る 

び 

び 

D 

畏 

出 

る 

ご 己 

/HD 

風 

び 

で 

な 

い 

処置方法 

輩源プラグをコンセン 
卜に差し込んでいない 

〇 









電源プラグをコンセントに 
差し化んで<ださい 

停電した 

〇 





〇 

E80 




停電復帰後点乂し直してくだ 
さい 

巧震曽動消火装置び 
作動した 






〇 

EES 




定油圃器のリセツトボタンを巧し 
てか 5 再点火操作をして<ださい 

油タンクに水び入つ 
ている 


〇 

〇 



〇 




氷混入の巧油をしっかり 
振いて<ださい 

油タンクにな油び 
ない 


〇 

山 




〇 




灯油を入れてください 

不良灯油を使用した 


〇 

〇 

〇 






販売店または別紙のお客穗相 
談窓□一覽にご相談ください 

配線不良びおる 

〇 


〇 

〇 


〇 



〇 

// 

コント□ーラー不良 

〇 

〇 

〇 

〇 


〇 



〇 

// 

ねじ類の締めつけ不良 
組み立て不良 





〇 


〇 

〇 


II 

フレーム □ッ ド不良 






〇 

け? 




// 

電磁ポンプ不良 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 
f り 




II 

点火ヒーター不良 


〇 








II 

排気筒接続不良 





〇 
が台 





排気筒の接続を確認してくだ 
さい 


♦この表の r が」は、20ぺージ I デジタル表示の見方~|を参照して<ださい。 


お手入れ•アフタ I ヴ I ビス 









故障.異常の見分けかたと処置方法 


デジタル表示(エラー表示)の見方 


★ス I -ーブの運転中に異常び起こり消火した場合、下記のよラに、デジタル表示部に r エラー表示」 します 
ので処置をしてください。 


工^—表巧 

原 因 

処置ち法 1 

EE 0 

•運転中に電源び切れました。 

•タイマー点火待機中に載原び切れまし 
た。 

(停電安全装置が作動） 

♦電源プラグの差し込みを確認し、再点火 
操作をしてください。 

画囚 

♦運輯中に消乂しました。 

参点乂安全装置び作動しました。 

♦排気筒びはずれました。 

参の巧びな<な0ました。 

♦排気筒を点検して接続を確認し、再点义操作をして 
ください。 

•原因不明の場合は販売店または別紙のお客様相談窓 
□—巧 まで連絡してください。 

画因 

♦対震自動消火装置が作動しました。 

♦作動した原因を取 0 除を、再点乂操作を 
して < ださい。 

/ \ / \ 

EE B 

♦送油経路の異常でず。 

♦排気筒の接続不良です。 

♦販売店または別祇のお客様相談窓□一覧 
まで連絡してください。 

EE 8 

参燃焼用送風機び巧障しました。 

♦販売店または別祇のお客様相談窓□一覧 
まで連絡して < ださい。 

画回 

•消火操作をしてをなかなか消えなし、。 
(5分間^义±) 

♦販売店または別紙のお客様相談窓ロー鬟 
まで連絡して < ださい。 

图回 

•過熱防止装置が作動しました。 

♦本体温度が充分下びるのを待って、再点 
火操作をしてください。 

□囚 

♦室温び 36 でな上になりました。 

参温度センヴーの取り付け位置びよ < あ 
りません。 

♦温度センサーの取り付け位置を確認し、 
適切な位置に移動させてくだごい。 

1 1回 

♦室温び一 1 日でな下になりました。 

♦温度センサーの不良、断線、または配 
線振けでず。 

♦販売店または別紙のお客様相談窓口一覧 
まで連絡して < ださい。 






部品交換のしかた 


f 

A 注意 

断解修王 iCD 郵 

故障、破損した5使用しないでください。 


[ 

不完全な修理は、を険でず。 

分解禁止 

— イ 


短期間に消耗する部品は特にありませんび、定油面器、燃焼リング、点乂ヒーター、パッキンなどの 
交操部品が必要な場合は、お買まめになった販売店にご相談ください。 

★部品交換の隙は、必ず純正の補修部品をお使いください。純正の部品！;^がを使用して万一故障や事 
故か発生した場合、当社は責任を負いかねまず。 


不完全な修理はを険でず。修埋をお受けになる場ちは、目才団法人曰本石油燃焼機器保守協会でおこ 
なう损朽管理講習会修了者(石油機器技術管理±)などのいる販売店で修理されることを推奨しまず。 


保管のしかた(長期間使用しない場合) 


参ストーブを保管ずる場合は、1日ぺージ [日常の点検•手 A わ 与の項を参照して、ストーブの手入れ 
をしてから保管してください。又いたんでいる箇所は修理をしてから保管してください。 

♦格納.保管攝所は、湿気.火気.高温などの悪い影響のおよびにくい所であって、しかち スト- ブ 
の上には重量物をのせたり、人び棄つたりしないよラ配慮してください。 


お 
手 
入 

れ 

♦ 

ア 
フ 
夕 

I 

ヴ 

I 

ビ 
ス 

★シンナー、ベンジンなどでふくのはおやがください。塗装び変色したり、危険です。 

0本体にほこりがたまらないよう、適当なカパーをかける。 


ス I ブを長期間使用しないで保管すると走は、がず電源プラグをコンセントか5抜く。 

参ストーブを使巧する季節び終り格納するときは、油タンクのな油を市販の給油ポンプで全部掠を取 
り、定油面器のストレーナーを取り出して巧油で洗浄する。 （1 目ページ参照） 

/--お願い-- . 

油タンクの口油を巧くとさは、送油管のな油を完全に巧いてください。な油が残っていると翌シーズ 
ンに使用ずるとき、つまってな油が流れなくなりまず。 （目ぺージ参照） 

^--- J 

〇ス I プゃ油タンクの表面をふく。 

♦固くしぼつた;需れ雑巾や、壽めた中性洗剤でちれを取り、乾いた巧で水気をふき取ってください。 


附属品と r 取扱説明書」. r 工事説明書」. r 保証書」も紛失しないよラ同時に保管しておく。 
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型式の呼び 

m _ 類 

点 乂ち式 
使 用 燃 料 
燃 焼 状 態 


FFA -604( E ) • FFA -1002( E ) 

密 閉式石油ストーブ•ポット式 • 強制給排気形 • 強 制対ミ 
電気点火 

な油 UIS 1 号）’ ■ 



焼 

状 

能 

/じ\ 

最 大 

中 

最 ル 

燃 

料 

消費 

量 

日. 67 L/h 

0.467 L/h 

0.268 L/h 

発 


熱 

曇 

23110 kJ/h 

16180 kJ/h 

9240 kJ/h 

熱 


効 

率 

86.6% 

86 .目％ 

86.6% 

賴 

房 

出 

力 

日. 97 kW 

4.18 kW 

2.38 kW 

燃 

料 

消費 

量 

1.日 9 L/h 

0.763 L/h 

0.436 L/h 

系 


熱 

重 

37600 kJ/h 

26320 kJ/h 

15040 kJ/h 

熱 


効 

率 

85.7% 

85.7% 

85.7% 

暖 

房 

出 

力 

9.61 kW 

6.73 kW 

3.84 kW 


外形寸法 


FFA — 目日 4( E ) 
FFA -1 日日 2( E ) 
FFA -6日 4( E ) 
FFA - 匿旧- 


存斤 ra , I • ,、 リ w-r \し/ 

_ 一 FFA ~1002( E )' 

電源電圧及び周波数 
定 格ドみ-郎條} 
消費電力 [ FFA-I 002( E ) 
給排気筒の型式の呼び 
給排気筒呼び径 
給排気 筒壁貫通部孔径 
気 温 度 
電流ヒューズ 
安全装置 


■送油経路図 


高さ 680 mm . 幅目 20 mm . 奥行4日日 mm (置おを含む） 

高さ 700 mm . 幅 760 mm . 奥行 427 mm (置台を含む） — ~ ~一 

約 27 kg — 

約341<呂 ■ _ 

1日日 V 50/60 HZ 一 — — 

大ミ學^力目95/目9日 W (点火初期に短時間発をい属森0寺 ii 742 \ A 广— " 

最大消^力69日/ 695 W (点乂初期に短時間発生）.燃焼日磊1/6^ ■ 

FFP -320 _ — 

— - - - - ... * - - — -- •一-- .. 

D 39 __ 

7日〜8日 mm —— 

26日む政下 ' ~^ - 

已 A 、10 A ~ ^ ^ ^ ■■ 

巧震自動消火装置 • 点火お全装置 • 停電安全装置 • 過方止費置 • 燃■森 M 雨展是 
置台 （1 個）•せ固定金具 （1 セット）•標準給排気筒セット.ス与ーヴー(1個 " 
木ねじ （ 1本）‘ゴム製送ミ由曽 （ 1本）‘ホースノ（ンド(ル）に個）. 

I 」モコンり個）•リモコン取付け用木ねじ （2 本 ）.金属製送油管 （2 .已 m ) __ 

■配線図 


が規リング 




をど D 営 
巧抵ポンフ 




■■ 

M 

05 @| 858|||51 


フアン モーター 


プ□アモーター 


rn ■ミ™"" 

巧||旧管 

— 





























- - - 

この取扱説明書と工事説明書および本体に表示されている禁止事頃.注意事頃および通萬使巧に反し 
て使用された場合の故障、事故につさましては、保証いたしまはん。 

\ 

補修用性能音 

★密閉式 (FF 式)石 

♦捕修用性能部品< 

転居され若霉 

•このス 1 -ーブは! 

★電源周波数の異7 
居は再調整び必 i 

B 品にうぃて 1 

:由ストーブの補修用性能部品の保有期間は製造打ち切り後7年でず。 

y ま、製品の機能を維持ずるために必要な部品でず。 

1 含 1 

霞原周波数日日、孤 Hz とを同一仕様です。 

S つた地域への転居でちそのままお使いいただけますび、高地への転居、高地か6の転 
皇でずので別紙の「お 客 穂 相談忌な一 越]までご相談ください。 

A ま忌、 

、 

庶角爾奪止！ 

故曉、破損したら使用しないでください。 

不完全な修理は、危険でず。 句'脾巧止 

— 一 


I 故障_^修_理を際の連鋒を I 

アフターサービスについて わか5 ない 攝合は、お買いホめの販売店、または、もよりの「若喜穂璋-誘屬豆 
—覧](別紙参照)までお問い合わせください。 … 




アフター ヴー ビス 

•添付しております保証書は販売店で所定事項を記入してお渡ししまずので、お受け取りください。記載 
内容をご確認のラえ大切に保管してください。 

★保罰期間はお買い上げの曰より1年間です。 

聲里き依-頼する呈哥 

•故障.異常の見分けかたと姐置方法り8ベージ)に従って' お調べください。直5ないとさは' ご使用を 
中止し、必ず電源プラグを破いてか6、お買上げの販売店にご連絡ください。 

♦ご連絡いたださたい内容は次の通りでず。 

①品名… FF 式石油隱房槪(密閉式石油ス I ブ） 

③型式の呼び…〔例〕 FFA - 日日 4( E ) 

③ お買上げ年月日 

④ 故障の状況(できるだけ具体的に） 

衝おなまえ，おところ.電話番号 

•修理に際しましては、保罰書をご提示ください。保罰書の規定に従って、販売店び修理させていただホ 
まず。 

♦保証期間が過ぎているとをは、修理ずれば使用でさる場含には、ご希望により有料で修理させていただ 
をます。 

♦修理料金は、技術料，部品巧.出張料などで構成されています。 


お手入れ•アフタ^ —ヴービス 










据付けについて 


据付け工事は販売店に依頼する 


♦据付けや移動工事は販売店または据付業者に依頼し、お客様ご自身では、おこなわないでください。 


据付け場所の選定及び標準据付け例 


•結付けについては、火災ず防条例、電気設備に関する技術基準などの法をの基準があります。工事説明 
書の「ま全のために必ずお守りください」をお読みになり、販売店又は据付業者とよくご相談してくださ 
い。 

♦標準据付け例については工事説明書を参照してください。 


給排気筒を延長ずる場合の注意 


♦給排気筒を延長ずる場合は、3 m 3曲びり m 下で取付け5れる場所を選定してください。 


積雪地区 I しおける)ま意 


♦積雪のをい地方では、積雪時に給排気筒び雪でふさがれないよラな取付場所を選定してください。また、 
風がよどむような榻巧では、排ガスを再度吸い込んで、不完全燃焼を起こずことがありまず。 


据付け後の確認 


♦据付けが終りました日、もう一度、工事説明書の r を全のために必ずお守りください」をお読みになり、 
工事説明書に記載されているとおり据え付け5れているかどラかを確認してください。 














掘付けについて 


試運転 


信が運転は、販売店又は据付業者とご一緒に必ずおこなってください。 


油タンクに灯油び充分入つており、油タンク.ス I ブ各部に油漏れびないかどうかを確かめてくだ 
さい。 


電源プラグびコンセントにさしこんであるか 
確認して < ださい。 

定油面器の U セツトボタンを押して<ださい< 
★ FFA - 即4 ( E ) は横扉を開けてください。 


U セットボタン 



，リセットボタン 



FFA-604(E) 


-*、願い- 

★ U セツトボタンは日秒政上押し続けたり、カラーを外して押さないでください。 
•定油面器から巧油びあふれたり燃焼び継続しないことびあります。 


FFA-1002(E) 


リセット 

ボタン 



1運転開始手順_ 

♦ 8 ぺージの I 使ラ前の峯福^、11ぺージの使用方法に従って運転させてください。 

2初期運転時の異常現象 

♦開こんして初めて使用したとを、防讀油とか塗料やほこりび乾燥したり、焼けたりすることによっ 
てストーフから、約2日分間位煙やにおいび出ることがありまずび、ご使用にはをく支障はありませ 
ん。 

•送油管の途中び山形になったり、をつれたりしていますと、送油管の中に空気びたまって油び流れな 
いことびあります。9 ページ^^ に従って送油管の中の空気を抜いてください。 

3正常運転の目を 

U ♦正常運転時のバーナーの炎の色は、黄火びとさどさまじる青炎です。 

4消乂の手順 

1 >13ページ I 消乂]に従って消乂操作をしてください。 


^運転準備^ 


JI 転 ] 


空気抜をの方ま 


据付け 






FFA- 巨 04(E>FFA-1002(E ) 取扱説明書 



お客様へ…おぼえのために入されると便利でず。 


型 式 

!お 買 上げ年月日 

1 

年 

月 

一 ~ 'N 

曰 

お 買 上げ店名 

(電話番号） （ 

) 

— 

J 


株式会社 1-31-= 

本 社 名古屋巿瑞穂区桃園町日番17号〒4目7-日8巳5 

TEL 052-822-1144 FAX. 日日 2-822-2742 


尼 




ミミ2ミミな式を社トヨト5は快適巧巧の一巧としてこの取扱!^巧は再生紙を巧巧していまず。 


U-® 








